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新
体
制
は

五
本
部
制
で
運
営

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
発
足
す

る
〇
六
年
一
月
に
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
フ
ィ

ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
新

計
画
を
策
定
す
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
（
ユ

ニ
オ
ン
バ
ン
カ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
。
米
現
法
（
持
株
会
社
）、
加

州
）
を
含
め
た
国
際
部
門
に
お
い
て

も
、
そ
の
な
か
で
あ
る
べ
き
姿
を
示

し
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
内
外
連
携
」

だ
。
取
引
先
の
う
ち
国
内
取
引
と
海

外
取
引
で
当
行
と
の
取
引
順
位
や
深

度
に
格
差
が
あ
る
先
に
つ
い
て
、
と

く
に
ア
ジ
ア
を
中
心
に
よ
り
よ
い
ほ

う
に
取
引
を
合
わ
せ
て
い
く
。

邦
銀
が
弱
い
と
い
わ
れ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｍ
Ｓ
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
も
日

進
月
歩
で
進
化
し
て
お
り
、
実
際
多

数
の
お
取
引
先
に
使
用
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
合
併
に
よ
る
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
を
予
定
し
て
い
る
し
、
Ｕ

Ｎ
Ｂ
Ｃ
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ
る

ユ
ニ
オ
ン
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア（
Ｕ
Ｂ
Ｏ
Ｃ
）は
Ｃ
Ｍ
Ｓ

が
得
意
な
銀
行
だ
。
こ
う
し
た
も
の

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。

国
際
部
門
の
新
体
制
と
し
て
ア
ジ

ア
、
ア
メ
リ
カ
、
欧
州
の
各
地
域
本

部
に
投
資
銀
行
本
部
、
Ｕ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
本

部
を
含
め
た
五
本
部
制
を
と
る
。

欧
米
の
有
力
銀
行
で
あ
る
シ
テ

ィ
、
バ
ン
カ
メ
、
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
、
Ｒ
Ｂ

Ｓ
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
な
ど
で
は
国
際

部
門
の
収
益
の
ウ
ェ
ー
ト
は
三
割
以

上
だ
。
シ
テ
ィ
に
至
っ
て
は
六
割
に

も
な
る
。
こ
れ
に
対
し
当
行
は
Ｕ
Ｂ

Ｏ
Ｃ
を
含
め
て
一
六
％
程
度
。
国
内

金
利
が
上
昇
す
れ
ば
国
内
業
務
の
収

益
が
上
昇
に
向
か
う
の
で
、
や
み
く

も
に
国
際
業
務
の
ウ
ェ
ー
ト
を
伸
ば

そ
う
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
苦

し
い
時
期
に
も
海
外
約
八
〇
拠
点
を

維
持
し
て
日
系
企
業
の
進
出
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
求
め
ら
れ
る
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
き
た
自
負
が
あ
る
。

収
益
力
に
裏
付
け
さ
れ
た
形
で
時
価

総
額
で
常
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
５

に
あ
る
こ
と
を
目
指
し
、
商
業
銀
行

と
し
て
の
真
の
実
力
を
備
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
国
を
強
化
し
、
東
欧
・

露
・
印
の
流
れ
を
注
視

エ
リ
ア
別
に
概
観
す
る
と
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
東
欧
や
ロ
シ
ア
へ
の
日

系
企
業
の
投
資
・
進
出
が
進
ん
で
い

る
。
ト
ヨ
タ
が
進
出
を
計
画
し
て
い

る
ロ
シ
ア
に
は
〇
六
年
春
に
現
地
法

人
を
設
立
す
る
予
定
だ
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
や
チ
ェ
コ
に
は
オ
ラ
ン
ダ
東
京
三

菱
銀
行
か
ら
進
出
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
は
と
く
に
日
系
企
業
の
進

出
が
盛
ん
で
、
密
接
な
関
係
に
あ
る

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
と
の
合
併
で
拡
大
す
る
顧
客
基
盤
に
対
し
て
、
邦
銀
最
大
の
海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
商
業
銀
行

と
し
て
の
業
務
展
開
を
強
化
し
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ッ
プ
５
を
目
指
す
。
と
く
に
日
系
企
業
の
進
出
が
盛
ん
な
ア
ジ

ア
と
世
界
経
済
を
支
え
る
ア
メ
リ
カ
が
重
要
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。
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タ
テ
割
り
か
ら
顧
客
サ
ー
ビ
ス
志
向
の�

組
織
体
制
へ
変
革
を�

ア
ジ
ア
で
の
事
業
戦
略
と�

　
　
実
施
プ
ロ
セ
ス
を
明
示
す
べ
し�

【
特
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活
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総
合
研
究
開
発
機
構
�

主
席
研
究
員
　

犬
飼
　
重
仁
�

グ
ロ
ー
バ
ル
な
高
度
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ

日
本
の
金
融
環
境
は
回
復
基
調
が

鮮
明
に
な
る
と
と
も
に
、
よ
う
や
く

変
化
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
政
府

の
月
例
経
済
報
告
は
今
年
八
月
、
景

気
の
踊
り
場
か
ら
の
脱
却
を
宣
言

し
、
そ
の
後
、
一
一
月
ま
で
四
カ
月

連
続
で
「
ゆ
る
や
か
に
回
復
」
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。
平
均
株
価
も

一
万
四
〇
〇
〇
円
の
壁
を
突
破
し
、

デ
フ
レ
脱
却
と
企
業
成
長
力
の
証
と

し
て
長
期
金
利
も
上
昇
の
兆
し
を
み

せ
て
い
る
。

企
業
経
営
の
構
造
変
化
も
着
実
に

進
展
し
て
い
る
。
金
融
機
関
と
の
間

の
株
式
持
合
い
の
解
消
が
進
む
な

か
、
外
国
人
持
株
比
率
は
八
七
年
の

四
・
一
％
か
ら
〇
四
年
に
は
二
三
・

七
％
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
（
第
１

図
）。
と
く
に
、
〇
三
年
、
〇
四
年

を
み
る
と
、
金
融
機
関
の
保
有
株
割

合
が
大
き
く
減
少
す
る
一
方
で
、
外

国
人
持
株
比
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、

い
ま
や
外
国
人
・
個
人
・
事
業
法
人

・
金
融
機
関
は
、
ほ
ぼ
四
分
の
一
ず

つ
上
場
株
式
を
保
有
す
る
。
ま
た
、

安
定
保
有
株
式
比
率
や
持
合
比
率
は

九
〇
年
代
後
半
以
降
、
急
速
に
低
下

し
て
お
り
、
か
つ
て
の
銀
行
な
ど
金

融
機
関
や
関
係
先
の
事
業
法
人
な
ど

を
安
定
株
主
と
し
た
企
業
経
営
は
す

で
に
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る

（
第
２
図
）。

一
方
、
企
業
の
財
務
部
門
に
お
い

て
は
、
九
〇
年
代
以
降
、
企
業
の
資

金
調
達
環
境
が
全
体
的
に
余
剰
資
金

基
調
に
あ
っ
た
な
か
で
、
内
部
留
保

資
金
の
積
増
し
と
金
融
機
関
借
入
れ

の
削
減
、
手
も
と
資
金
を
活
用
し
た

設
備
投
資
の
実
施
、
自
社
株
の
買
入

れ
、
配
当
政
策
の
活
用
、
Ｍ
＆
Ａ
等

に
よ
り
、
企
業
価
値
向
上
を
目
指
す

動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
（
第
３

図
）。現

在
、
日
本
の
企
業
グ
ル
ー
プ

は
、
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
企
業
同

士
の
間
の
閉
ざ
さ
れ
た
関
係
か
ら
は

な
れ
て
、
国
際
競
争
力
の
一
層
の
強

化
へ
の
圧
力
と
と
も
に
、
開
か
れ
た

国
際
標
準
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
適
合
す
べ
し
と
す

る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
圧
力

を
、
ま
す
ま
す
強
く
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

実
際
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
日
本

企
業
の
多
く
は
、
厳
し
い
国
際
競
争

に
打
ち
勝
つ
た
め
、
と
く
に
こ
こ
数

年
来
、
海
外
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全

体
の
経
営
効
率
化
と
競
争
力
の
強
化

に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
株
主
だ
け

で
は
な
く
消
費
者
、
従
業
員
、
グ
ル

日
本
企
業
は
厳
し
い
国
際
的
競
争
の
な
か
、
グ
ル
ー
プ
の
国
際
競
争
力
強
化
と
資
本
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル

か
つ
高
度
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
一
層
強
め
て
い
る
。
一
方
、
日
系
金
融
機
関
は
、
過
去
十
数
年
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
不
良
債
権
処
理
に
追
わ
れ
、
海
外
業
務
か
ら
撤
退
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
日
系
金
融
機
関
は
タ

テ
割
り
の
業
法
に
縛
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
持
株
会
社
の
も
と
で
経
営
統
合
が
な
さ
れ
て
も
、
依
然
旧
来
の
個
別
業

態
タ
テ
割
り
の
枠
組
み
を
基
本
と
す
る
伝
統
的
な
組
織
を
崩
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
日
系
金
融
機
関
が
日
本

を
含
む
ア
ジ
ア
地
域
で
競
争
力
を
増
す
に
は
、
真
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
志
向
の
組
織
体
制
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、

決
済
シ
ス
テ
ム
、
資
産
運
用
管
理
、
直
接
金
融
な
ど
、
市
場
間
競
争
が
激
化
す
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
、
早
急
に
制

度
面
・
戦
略
面
の
対
応
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

22金融財政事情２００５．１１．２８




